
地
震
に
危
な
い
再
処
理

工
場 

 

澤
井
正
子
さ
ん 

 

講
演
で
澤
井
正
子
さ
ん
は
、

東
京
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
『
柏
崎
刈
羽
原
発
は
活
断

層
の
上
に
は
無
い
』
と
明
記

し
て
い
る
が
、《
今
回
そ
れ
が

間
違
い
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
。》
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
の
真
下
に
も
二
本
の
断
層

が
走
っ
て
い
る
。
使
用
済
み
燃

料
貯
蔵
プ
ー
ル
は
常
に
電
気

で
水
を
循
環
さ
せ
て
冷
却
し

て
お
り
、
停
電
す
る
と
臨
界
、

発
熱
事
故
の
危
険
が
高
ま
る
。

再
処
理
工
場
の
農
産
物
、

海
産
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

青
森
県
は
、『
放
射
能
が
二

倍
』
に
な
る
作
物
』
や
『
海

藻
な
ど
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

検
出
』
を
予
測
値
と
し
て
発

表
し
て
い
る
が
、
こ
う
い
う

も
の
を
消
費
者
は
望
む
だ
ろ

う
か
、
と
語
り
ま
し
た
。

日
本
一
き
れ
い
な
三
陸

の
海
を
守
る

重
茂
漁
協
組
合
長

重
茂
漁
協
の
伊
藤
隆
一
組

合
長
は
、「
私
た
ち
は
原
発
も

大
型
化
学
工
場
も
な
い
日
本

一
き
れ
い
な
海
で
育
て
た
コ

ン
ブ
や
ホ
タ
テ
を
誇
り
を
持

っ
て
消
費
者
に
送
り
続
け
て

来
ま
し
た
。
き
れ
い
な
海
を

絶
対
に
守
り
ぬ
き
ま
す
。」
と

力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

自
主
的
放
射
能
測
定
で

監
視
活
動
強
化

結
成
集
会
で
は
、
本
格
稼

働
を
阻
止
出
来
な
か
っ
た
場

合
も
想
定
し
自
主
的
な
監
視

活
動
を
準
備
し
、
検
査
機
器

購
入
（
四
〇
〇
〇
万
円
）
の

た
め
の
基
金
づ
く
り
を
行
う

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
放
射

能
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

二
段
階
に
分
け
た
「
警
戒
基

準
値
」
を
設
定
し
そ
れ
に
応

じ
た
行
動
を
行
い
ま
す
。

「
警
戒
基
準
値
Ⅱ
」
は
六

ヶ
所
工
場
が
本
格
稼
働
し
た

場
合
の
青
森
県
の
予
測
値
で

す
。
こ
の
数
値
よ
り
低
い
場

合
は
、
必
要
な
場
合
の
み
風

評
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
数
値

公
表
が
な
さ
れ
ま
す
。

「
警
戒
基
準
値
Ⅰ
」
は
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
際
の

日
本
の
輸
入
食
品
に
つ
い
て

設
定
さ
れ
た
「
セ
シ
ウ
ム
濃

度
」
基
準
に
安
全
率
を
十
倍

か
け
た
数
値
で
す
。

「
セ

シ
ウ
ム
濃
度
３
７
ベ
ク
レ
ル

／
ｋ
ｇ
」
が
そ
の
数
値
で
す

が
そ
の
他
の
核
種
に
つ
い
て

も
同
等
濃
度
を
警
戒
基
準
値

濃
度
と
し
設
定
し
ま
す
。
こ

の
基
準
値
を
越
え
た
場
合
、

緊
急
ア
ピ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、

生
産
物
流
通
の
可
否
の
判
断

も
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
測
定
活
動
を
通
じ
て
、

生
産
者
と
消
費
者
が
再
処
理

工
場
が
も
た
ら
す
汚
染
の
実

態
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

三陸の海を放射能から守る                       
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七
月
二
八
日
、
東
京
都
内

ド
イ
ツ
文
化
会
館
に
お
い

て
、
再
処
理
工
場
に
反
対
し

放
射
能
汚
染
を
阻
止
す
る

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結

成
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
消
費
者
連
盟
、
生

協
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
、

生
協
あ
い
コ
ー
プ
宮
城
、
生

協
連
合
会
き
ら
り
、
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
、
大
地
を
守
る
会

の
六
団
体
（
会
員
八
十
万

人
）
の
呼
び
か
け
に
よ
り
全

国
か
ら
三
〇
二
名
の
代
表

者
が
集
ま
り
再
処
理
工
場

へ
の
「
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
」

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

日
消
連
富
山
洋
子
会
長

は
「
放
射
能
と
命
は
共
存
出

来
な
い
。
核
燃
サ
イ
ク
ル
は

未
来
の
命
を
も
脅
か
す
」
と

挨
拶
し
、
原
子
力
資
料
情
報

室
澤
井
正
子
さ
ん
は
「
再
処

理
工
場
が
廃
棄
す
る
放
射

性
物
質
の
危
険
性
」
と
題
す

る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

岩
手
県
重
茂
漁
協
組
合

長
ら
三
県
の
生
産
者
団
体

か
ら
も
連
帯
の
挨
拶
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
六
ヶ
所
工
場

を
監
視
し
、
操
業
を
中
止
さ

せ
る
た
め
の
「
放
射
能
測

定
」
や
「
全
国
署
名
」
に
取

り
組
む
と
す
る
共
同
声
明

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。



県
議
会
請
願

参
考
人

山
名
元
京
都
大
学
教
授

「
居
住
境
界
外
へ
の
放
出
な
の
で
住
民
の
被
曝
は

０
・
０
２
２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
で
安
全
」
と
説
明

  食品放射能警戒基準値と アクションレベル

放射能

濃度
レベル 行動提案 測定結果

警戒基準値Ⅰ以上 緊急的なアピール

行動・生産物流通の

可否判断

詳細結果

を公表

警戒基準値Ⅱ以上 緊急的なアピール

行動・自主的測定の

強化

高い↑

低い↓

警戒基準値Ⅱ以下 自主的測定を継続 風評被害を

防ぐ場合など

公表

＊「警戒基準値Ⅰ」・・チェルノブイリ事故の時の輸入食品暫定基準であった

「セシウム濃度「３７０ベクレ／ｋｇ」の、十分の１（安全率）＝ ３７ベクレル／ｋｇ

＊「警戒基準値Ⅱ」・・六ヶ所再処理工場が本格稼働したときを想定した青森県

の予測値（影響が甘く見積もられているという批判が強い）

情
報
を
伝
え
あ
い
、
再
処
理

工
場
の
操
業
そ
の
も
の
を
や

め
さ
せ
る
力
に
変
え
て
ゆ
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

署
名
運
動
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
作
戦
を
展
開

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
と
し
て
総
理
大
臣
・
経
産

大
臣
宛
の
署
名
運
動
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
「
安

心
し
て
食
べ
続
け
た
い
」
と

い
う
消
費
者
の
立
場
か
ら
の

署
名
、
も
う
一
つ
は
重
茂
漁

協
の
提
起
し
た
「
海
を
放
射

能
で
汚
さ
な
い
で
」
と
い
う

生
産
者
の
立
場
か
ら
の
も
の

で
、
セ
ッ
ト
で
集
め
る
と
し

ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
の
行
政
当
局
へ
の
送
付
も

話
し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
議
会
環
境
福
祉
委
員

会
は
、「
岩
手
の
会
」
の
請
願
判

断
の
た
め
に
参
考
人
招
致
を
決

め
ま
し
た
。
次
回
九
月
四
日
は
、

京
都
大
学
小
出
裕
章
先
生
か
ら

の
説
明
に
な
り
ま
す
。

山
名

元
教
授
の
所
論

八
月
七
日
、
招
致
さ
れ
た
京

大
原
子
炉
実
験
所
教
授
山
名
元

氏
は
、
再
処
理
は
必
要
で
あ
る

と
の
立
場
か
ら
一
時
間
半
に
わ

た
っ
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
同
氏
は
、
自
然
に
も

放
射
能
が
あ
り
、
六
ヶ
所
工
場

か
ら
流
さ
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
や

ク
リ
プ
ト
ン
は
そ
れ
に
比
べ
れ

ば
わ
ず
か
で
あ
る
、
再
処
理
工

場
の
廃
液
は
ろ
過
さ
れ
た
も
の

で
、
沿
岸
沖
合
三
㌔
の
海
底
四

四
㍍
の
《
居
住
境
界
外
》
に
排

出
す
る
の
で
、
海
の
水
で
薄
め

ら
れ
、
陸
上
の
居
住
者
へ
の
影

響
は
厳
密
に
計
算
し
て
も
０
・

０
２
２
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で

安
全
で
あ
る
な
ど
と
す
る
所
論

を
述
べ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
の
質
問

講
演
の
あ
と
三
浦
陽
子
委
員

か
ら
①
内
部
被
曝
の
心
配
②
地

震
に
は
大
丈
夫
な
の
か
③
セ
ラ

フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺
の
子
ど
も
の

白
血
病
死
亡
率
増
加
な
ど
に
つ

い
て
質
問
な
さ
れ
ま
し
た
。
教

授
は
耐
震
に
つ
い
て
は
専
門
で

は
な
い
と
し
、
乳
児
の
白
血
病

に
つ
い
て
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

事
故
で
は
明
ら
か
に
影
響
が
あ

る
が
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は

因
果
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
な

い
と
答
え
ま
し
た
。

高
橋
博
之
委
員
か
ら
①
中
間

貯
蔵
の
方
法
は
な
い
の
か
②
三

㌔
沖
合
で
は
魚
や
海
草
を
通
じ

た
濃
縮
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
③
ア
メ
リ
カ
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
報
告
で
は
「
放
射
能
は

低
線
量
で
も
、
発
ガ
ン
性
な
ど

リ
ス
ク
が
大
き
い
」
と
発
表
さ

れ
て
い
る
が
ど
う
か
な
ど
の
質

問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
教
授
は
、
直
接
処
分
か
、

再
処
理
し
か
な
い
が
、
私
は
再

処
理
が
良
い
と
思
う
。
ア
メ
リ

カ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
し
き
い

値
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
そ
の

通
り
で
あ
る
が
、
私
も
資
料
を

検
討
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
感
想

岩
手
の
会
か
ら
五
人
の
会
員

が
傍
聴
し
ま
し
た
。
主
に
次
の

よ
う
な
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ト
リ
チ
ウ
ム
の
昨
年
度
の
放

出
は
四
九
四
兆
ベ
ク
レ
ル
。
体

に
入
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
臓
器
構
成
水

素
原
子
と
置
き
換
わ
る
危
険
が

あ
る
。
た
っ
た
三
㌔
沖
合
い
を

《
居
住
区
域
外
》
と
し
て
、
自

然
の
濃
度
の
約
千
四
百
万
倍
も

の
ト
リ
チ
ウ
ム
液
を
年
間
六
〇

回
も
流
し
て
ど
う
し
て
影
響
が

な
い
な
ど
と
言
え
る
の
か

◎
六
ヶ
所
村
周
辺
の
住
民
の
被

曝
量
「
０･

０
２
２
㍉
シ
ー
ベ
ル

ト
」
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な

い
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
有
機
結

合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
実
効
線
係

数
を
二
倍
に
す
る
べ
き
だ
と
い

う
公
式
見
解
を
出
し
た
。
係
数

が
ち
ょ
っ
と
変
わ
る
だ
け
で
も

大

き

く

変

わ

る

被

曝

量

を

「
０
・
０
２
２
」
と
断
定
す
る

そ
の
や
り
方
が
既
に
非
科
学
的

だ
。

◎
除
去
装
置
を
つ
け
よ
と
い
う

請
願
な
の
に
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

除
去
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
平
成
一
五
年
運
転
を

終
了
し
た
新
型
転
換
炉
「
ふ
げ

ん
」
に
は
ト
リ
チ
ウ
ム
除
去
装

置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。
最
新
の
技
術

を
知
り
た
い
」
な
ど
の
批
判
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。

「
放
射
能
を
出
す
な
・

除
去
装
置
を
つ
け
よ
」

八
月
二
十
日
～
二
六
日

全
国
一
斉
署
名
行
動

《
現
在
四
万
筆
》

全
国
一
斉
行
動
が
宮
城
県

の
市
民
団
体
「
地
球
と
と
も

に
」
の
武
藤
北
斗
さ
ん
か
ら

提
起
さ
れ
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

岩
手
の
会
も
八
月
二
五
日

（
土
）
十
六
時
か
ら
盛
岡
市

材
木
町
で
街
頭
署
名
を
行
い

ま
す
。

サ
ー
フ
ァ
ー
か
ら

署
名
取
り
組
み
の
連
絡

各
地
の
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好

者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
続
い

て
い
ま
す
。
本
年
も
日
本
各

地
の
海
岸
で
サ
ー
フ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
放
射
能
が
海
に
流
さ

る
の
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
と
し
て
、
各
地
で
学

習
や
署
名
行
動
を
行
う
と
い

う
連
絡
が
届
い
て
い
ま
す
。

２００７年度六ヶ所再処理工場放射能廃液月別統計 日本原燃ホームページ ７月３１日

２００７年度 処理ウラン量 放出トリチウム 放出ヨウ素１２９ 放出ヨウ

素１３１

放出

回数

  体数 （約）トン（Ｕ）       Ｂｑ Ｂｑ Ｂｑ    回

４月 44 20 30,000,000,000,000 14,000,000 2,500,000 7

５月 0 0 4,700,000,000,000 2

６月 0 0 74,000,000,000,000 820,000 8

累計 44 20 108,700,000,000,000 14,820,000 2,500,000 17

２００６年度 508 140 497,700,170,000,000 94,240,000 3,100,000 60 

《
情
報
》
六
月
二
八
日
放
出

 
 

ト
リ
チ
ウ
ム
廃
液

原
発
基
準
の
一
〇
一
九
倍

（
九
三
人
の
経
口
急
性
致

死
量
に
相
当
）


